
Ｃ
Ｏ
‐
Ｄ
Ｏ
3
0
ロ
ー
ドマ
ッ
プ
策
定

③
事
業
部
門
の
検
討
か
ら
　
～
事
業
者
、
消
費
者
の
連
携
で
削
減
を
～

１
－
は
じ
め
に

　
Ｃ
Ｏ
‐
D
O
3
0
事
業
部
門
ワ
ー
キ

ン
グ
チ
ー
ム
は
、
「
ビ
ジ
ネ
ス
Ｃ
Ｏ

‐
Ｄ
Ｏ
」
と
環
境
モ
デ
ル
都
市
提
案

書
（
注
１
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、

業
務
部
門
関
連
の
テ
ー
マ
を
中
心

に
議
論
を
行
っ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
業
務
部
門
に
お
け

る
Ｃ
０
２
排
出
の
現
状
を
踏
ま
え
、

事
務
局
に
か
か
わ
っ
た
も
の
と
し

て
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
で
の
議
論

を
振
り
返
り
、
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。

２
－
Ｃ
Ｏ
２
排
出
の
現
状

　
平
成
1
8
年
度
に
お
け
る
横
浜
市

の
業
務
部
門
の
ｃ
０
２
排
出
量
は

３
１
４
万
ト
ン
、
市
全
体
の
1
7
％

で
あ
り
、
前
年
度
比
で
６
・
２
％
減

少
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
使
用
電

力
量
１
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
の
Ｃ
０
２

排
出
係
数
が
７
・
９
％
減
少
し
た
こ

と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
電

力
消
費
量
、
都
市
ガ
ス
、
石
油
系
燃

料
の
消
費
量
は
ほ
ぼ
増
減
が
な
い

状
況
で
あ
る
（
注
２
）
。
京
都
議
定

書
で
規
定
さ
れ
て
い
る
基
準
年
（
平

成
２
年
）
と
の
比
較
で
は
、
他
の
部

門
に
比
べ
、
業
務
部
門
の
増
加
率

は
6
7
・
５
％
と
最
も
大
き
く
な
っ
て

い
る
（
全
国
の
業
務
部
門
増
加
率
は

3
9
・
５
％
）
。
市
内
事
業
所
数
は
、

平
成
1
3
年
か
ら
平
成
1
8
年
に
か
け

て
、
１
１
７
，
０
０
０
か
ら
１
０
９
，

６
３
２
へ
と
、
約
６
・
３
％
の
減
と

な
っ
て
い
る
（
注
３
）
た
め
、
１
事

業
所
あ
た
り
の
排
出
量
は
減
少
し

て
い
る
と
は
い
え
ず
、
Ｃ
０
２
排

出
量
削
減
対
策
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
。

３

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
で
の

議
論

　
チ
ー
ム
で
の
検
討
に
先
立
ち
、

「
ビ
ジ
ネ
ス
Ｃ
Ｏ
‐
Ｄ
Ｏ
」
と
環
境
モ

デ
ル
都
市
提
案
書
に
記
載
さ
れ
て

い
る
業
務
部
門
関
連
の
テ
ー
マ
ご

と
に
検
討
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
施

策
案
・
内
容
・
効
果
と
施
策
実
現
に

向
け
想
定
さ
れ
る
障
壁
及
び
障
壁

克
服
の
方
策
案
を
担
当
部
署
に
記

入
し
て
も
ら
っ
た
。
チ
ー
ム
で
は

こ
の
シ
ー
ト
を
も
と
に
、
想
定
さ

れ
る
障
壁
と
障
壁
克
服
の
方
策
を

中
心
に
議
論
を
進
め
て
い
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
検
討
の
結
果
ま
と

ま
っ
た
取
組
方
針
の
う
ち
、
「
事
業

者
の
省
エ
ネ
対
策
」
、
「
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
・
技
術
の
拡
大
」
、

「
事
業
者
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
推
進
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

議
論
が
行
わ
れ
た
か
を
紹
介
し
た

い
。

①
事
業
者
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

　
促
進

　
市
内
事
業
者
を
従
業
員
数
で
み

る
と
、
従
業
者
３
０
０
人
未
満
の

事
業
所
が
全
体
の
9
9
・
１
％
（
注
３
）

を
占
め
て
お
り
、
中
小
企
業
に
お

け
る
省
エ
ネ
対
策
は
重
要
で
あ
る
。

す
で
に
横
浜
市
で
は
、
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
I
S

O
1
4
0
0
1
の
認
証
取
得
支
援

や
、
省
エ
ネ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派

遣
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
中
小
企

業
融
資
制
度
の
中
で
、
「
企
業
価
値

向
上
資
金
（
環
境
保
全
）
」
を
設
け
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業

者
等
へ
の
融
資
を
実
施
し
て
い
る
。

　
チ
ー
ム
で
は
、
こ
う
し
た
制
度

を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
中
小

企
業
へ
の
省
エ
ネ
対
策
支
援
策
と

し
て
、
温
暖
化
防
止
・
省
エ
ネ
・
環

境
に
関
す
る
相
談
窓
口
機
能
が
必

要
で
あ
り
、
こ
こ
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
・
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
把
握
方

法
の
指
導
と
、
省
エ
ネ
対
策
等
を

記
載
す
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書
の
作
成

支
援
も
行
っ
て
は
ど
う
か
、
と
い

う
提
案
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ

こ
に
市
民
参
加
の
入
り
口
的
機
能

も
合
わ
せ
、
企
業
と
消
費
者
・
市
民

が
一
緒
に
考
え
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

削
減
の
た
め
の
行
動
を
促
進
し
て

い
く
の
が
理
想
で
は
な
い
か
、
さ

ら
に
、
こ
の
機
能
は
市
内
１
か
所

で
は
な
く
、
各
地
域
に
あ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
の
提
案
が
さ
れ
た
。

②
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
。

　
技
術
の
拡
大

　
横
浜
市
で
は
、
市
内
中
小
企
業

へ
の
技
術
開
発
支
援
事
業
で
あ
る

「
横
浜
版
S
B
I
R
(
S
m
a
l
l

B
u
s
i

-
n
e
s
s

I
n
n
o
v
a
t
i
o
n

R
e
s
e
a
r
c
h
）
」

に
よ
り
優
れ
た
研
究
開
発
を
行
う

企
業
に
対
し
、
開
発
経
費
へ
の
助

成
等
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
制

度
を
活
用
し
て
、
温
暖
化
対
策
に

資
す
る
新
技
術
・
新
製
品
開
発
を
促

進
し
、
開
発
成
果
の
事
業
化
を
支

援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
振
興
が
図
ら

れ
て
い
る
。
平
成
2
0
年
度
に
は
、

「
温
暖
化
対
策
」
が
重
点
テ
ー
マ
に

設
定
さ
れ
る
と
と
も
に
（
表
１
）
、

温
暖
化
対
策
技
術
革
新
助
成
（
対
象

経
費
の
２
／
３
以
内
、
限
度
額
２

か
年
５
。
０
０
０
万
円
）
が
創
設
さ

れ
た
。

　
チ
ー
ム
で
は
、
横
浜
版
Ｓ
Ｂ
Ｉ

Ｒ
の
支
援
を
受
け
て
技
術
が
開
発

さ
れ
た
後
、
そ
の
技
術
が
市
場
で

普
及
す
る
こ
と
が
鍵
で
あ
る
と
い

う
観
点
か
ら
議
論
が
行
わ
れ
た
。

温
暖
化
対
策
に
資
す
る
新
製
品
等

が
開
発
さ
れ
て
も
、
普
及
し
な
け

れ
ば
、
効
果
は
出
な
い
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
技
術
開
発
支
援

に
続
き
、
「
開
発
さ
れ
た
技
術
を
試

験
的
に
採
用
・
試
用
し
（
試
す
）
」
、

そ
れ
に
よ
り
「
新
技
術
の
成
果
の
発

信
・
普
及
を
図
り
（
見
せ
る
・
魅
せ

る
）
」
、
最
終
的
に
は
「
採
算
ペ
ー
ス

に
乗
せ
る
こ
と
で
活
動
の
持
続
的

推
進
可
能
性
を
高
め
る
（
創
る
）
」

内
山
　
幹
子

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．
ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
．
ｙ
ｏ
ｋ
ｏ
ｈ
ａ
ｍ
ａ
．
ｊ
ｐ
／
ｍ
ｅ
／

ｋ
ａ
ｎ
ｋ
ｙ
ｏ
ｕ
＼
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
ｎ
／
ｐ
ｌ
ａ
ｎ
／
ｃ
ｏ
ｄ
ｏ
３
０
／

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．
ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
．
ｙ
ｏ
ｋ
ｏ
ｈ
ａ
ｍ
ａ
・
ｊ
ｐ
／
ｍ
ｅ
／

ｋ
ａ
ｎ
ｋ
ｙ
ｏ
ｕ
／
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
ｎ
／
ｍ
ｏ
ｄ
ｃ
ｌ
／

表１　横浜版SBIR温暖化対策技術開発

　　　平成20年度の支援事業
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《3》

執
筆

地
球
温
暖
化
推
進
課
担
当
係
長

（
注
２
）

　
平
成
2
1
年
１
月
に
横
浜
市
地
球
温
暖
化

対
策
事
業
本
部
が
発
表
し
た
「
2
0
0
6
年

（
平
成
1
8
年
度
）
・
2
0
0
7
年
度
（
平
成
1
9

年
度
）
横
浜
市
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
（
速

報
値
）
」
の
値
。
今
度
報
告
さ
れ
る
確
定
値

と
の
間
で
誤
差
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
注
３
）

　
「
平
成
1
8
年
　
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

横
浜
市
結
果
報
告
」
（
平
成
1
8
年
1
0
月
１
日

現
在
）

（
注
１
）

　
い
ず
れ
も
横
浜
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

地
球
温
暖
化
事
業
本
部



と
い
う
、
３
つ
の
支
援
機
能
を
一

連
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
提
案

さ
れ
た
。

③
環
境
に
配
慮
し
た
事
業
活
動
の

　
展
開

　
横
浜
を
訪
れ
た
人
に
、
横
浜
で

は
環
境
に
配
慮
し
た
取
組
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
も
ら

い
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換
に

気
づ
い
て
欲
し
い
と
い
う
趣
旨
で
、

環
境
モ
デ
ル
都
市
の
提
案
書
に
、

宿
泊
施
設
等
で
提
供
さ
れ
て
い
る

歯
ブ
ラ
シ
や
か
み
そ
り
な
ど
の
ア

メ
ニ
テ
ィ
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店

の
使
い
捨
て
容
器
の
削
減
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。

　
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
削
減
に
つ
い
て

は
、
宿
泊
施
設
及
び
利
用
者
の
理

解
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
、
ア

メ
ニ
テ
ィ
削
減
に
よ
る
Ｃ
０
２
削

減
効
果
が
わ
か
り
に
く
い
、
と

い
っ
た
意
見
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
施
設
も

あ
る
中
で
、
経
費
削
減
の
効
果
も

あ
り
、
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
と
ら
え

る
施
設
も
あ
る
で
あ
ろ
う
、
と
い

う
こ
と
か
ら
、
実
情
を
調
べ
た
う

え
で
、
先
行
的
な
取
組
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

　
使
い
捨
て
容
器
に
つ
い
て
は
、

リ
ユ
ー
ス
容
器
へ
の
転
換
、
マ
イ

カ
ッ
プ
の
利
用
促
進
な
ど
、
各
事

業
者
で
工
夫
・
取
組
が
行
わ
れ
て
い

る
た
め
、
そ
う
し
た
取
組
を
支
援

し
て
い
く
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
レ
ジ
袋
等
の
容
器
包
装

へ
の
対
策
に
つ
い
て
、
横
浜
市
で

は
「
G
3
0
エ
コ
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
」

（
注
４
）
に
よ
り
各
事
業
者
の
自
主

的
な
取
組
を
支
援
し
て
い
る
が
、

今
後
、
こ
の
取
組
を
含
め
マ
イ

バ
ッ
ク
推
進
な
ど
従
来
の
取
組
を

継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
よ
り

効
果
的
な
取
組
を
進
め
る
た
め
、

購
入
者
の
立
場
に
あ
る
市
民
と
。

販
売
者
の
立
場
に
あ
る
事
業
者
が

意
見
交
換
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

が
提
案
さ
れ
た
。

４
－
今
後
に
向
け
て

　
各
提
案
の
具
体
的
な
実
施
方
法

に
つ
い
て
は
、
今
度
、
さ
ら
に
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
で
は
、
事
業

部
門
の
全
項
目
を
網
羅
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
、

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
進
行
管
理
が
行

わ
れ
る
中
で
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て

も
、
状
況
確
認
と
検
討
が
行
わ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
提
案
を

い
た
だ
い
た
。
具
体
的
に
は
産
業

別
に
、
物
品
の
購
入
を
伴
わ
ず
、
日

常
的
努
力
に
よ
る
短
期
的
施
策
、

物
品
購
入
等
の
金
銭
支
出
を
伴
い

準
備
に
時
間
が
必
要
な
中
期
的
施

策
、
設
備
更
新
等
、
比
較
的
多
額
の

資
金
・
多
く
の
準
備
期
間
を
要
す
る

が
削
減
に
大
き
く
貢
献
す
る
長
期

的
施
策
、
と
い
っ
た
時
間
軸
も
考

慮
し
な
が
ら
対
策
を
考
え
て
い
く

べ
き
と
の
提
案
で
あ
る
。
ま
た
、

于
不
ル
ギ
ー
使
用
を
、
全
産
業
共

通
の
部
分
と
、
各
産
業
部
分
と
に

分
け
て
、
対
策
を
検
討
し
て
い
く

の
も
一
案
と
考
え
、
確
認
シ
ー
ト

案
を
作
成
し
て
み
た
。
（
表
２
）
。

　
効
果
的
に
Ｃ
０
２
排
出
量
を
削

減
し
て
い
く
た
め
に
は
、
排
出
量

の
把
握
＝
「
見
え
る
化
」
が
必
要
で

あ
る
が
、
各
事
業
者
自
身
が
各
業

務
に
つ
い
て
算
出
し
、
全
体
排
出

量
を
把
握
す
る
の
は
、
容
易
で
は

な
く
、
専
門
家
の
支
援
を
必
要
と

す
る
。
そ
の
た
め
、
排
出
量
の
算

出
が
簡
便
に
で
き
る
仕
組
み
・
方
法

も
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

５

お
わ
り
に

　
業
務
部
門
に
お
け
る
Ｃ
０
２
の

削
減
に
関
し
て
は
以
前
か
ら
関
心

を
寄
せ
て
い
た
が
、
担
当
と
し
て

か
か
わ
る
の
は
、
こ
れ
が
初
め
て

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
チ
ー
ム

の
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
か
ら
い
た
だ

い
た
資
料
や
助
言
・
意
見
は
大
変
有

難
か
っ
た
。
ま
た
、
メ
ン
バ
ー
以

外
の
担
当
部
署
の
職
員
か
ら
も
、

原
案
作
成
に
あ
た
っ
て
多
く
の
協

力
を
得
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
深

く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　
い
た
だ
い
た
意
見
の
中
に
は
、

十
分
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

原
案
に
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
も
の
も
あ
る
。
今
後
、

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
進
行
状
況
確
認

の
中
で
、
再
度
、
議
論
・
検
討
し
て

い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
Ｃ
０
２
削
減
の
鍵
と
も
言
え
る

こ
の
部
門
の
対
策
を
進
め
て
い
く

た
め
に
は
、
事
業
者
、
行
政
の
み
な

ら
ず
、
有
識
者
、
消
費
者
の
連
携
が

必
要
で
あ
る
こ
と
も
改
め
て
認
識

さ
せ
ら
れ
た
。
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
で
の
検
討
は
、
こ
う
し
た
連
携

の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
連
携
を
促
進
し

な
が
ら
、
「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」
と

し
て
の
取
組
を
今
後
、
着
実
に
進

め
て
い
き
た
い
。

（
注
４
）

　
「
横
浜
G
3
0
プ
ラ
ン
」
の
目
標
達
成
の
た
め
、

横
浜
市
が
事
業
者
と
締
結
し
て
い
る
協
定
。

　
協
定
締
結
事
業
者
（
「
G
3
0
エ
コ
パ
ー
ト

ナ
ー
」
）
は
、
容
器
包
装
の
削
減
な
ど
の
取
組

を
行
い
、
横
浜
市
は
、
同
事
業
者
の
Ｐ
Ｒ
を

行
う
。
3
4
社
１
組
合
（
計
２
６
２
店
舗
）
が
締

結
し
て
い
る
（
平
成
2
0
年
1
1
月
１
日
現
在
）
。

表２　事業部門対策チェックシート案
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